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【研究会報告】

文学研究科プロジェクト

「文学研究・文化研究の方法とグローバル展開を探る」

（「日本文学を世界文学として読む」第 弾）

第１回定例研究会

日時／令和元 年 月 日 火

◆講演「翻訳と文学研究：アメリカにおける日本研究の現状と方法」

講師：ロバート・ティアニー教授 （イリノイ州立大学アーバナシャン

ペーン校、東アジア言語文化および世界比較文学科）

◆総合討論

（ⅰ）
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第２回定例研究会

日時／令和２ 年 月 日 水

◆講演「書き換えられた「エピローグ」― 大岡昇平『野火』の英訳現場から」

講師：片岡 真伊 （ロンドン大学 ）

◆研究会（シンポジウム）

「日本における西部劇イメージから記述する貫戦史：カウボーイ、カウガールを

事例として」 永冨真梨 （ 研究員／同志社大学、摂南大学非常勤講師）

「大阪市中心地域における訪日外国人観光客に対する地域の人たちの取り組み」

嵜本圭子（ 特別研究員／本学大学院・アジア都市文化学専攻）

◆総合討論

（ⅱ）
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第３回定例研究会

日時／ 年 月 日 木

◆講演「日本文化史の再建から文学史の再編へ―――概念の重要性」

講師：鈴木貞美 先生（国際日本文化研究センター・総合研究大学院大学

名誉教授）

◆研究会（シンポジウム）

「アテナイの「過去」を書き換える――『アッティカ誌』（ ）の成立と受容」

竹内一博（ 研究員／神戸大学非常勤講師）

「日中における『聊斎志異』「画皮」の受容と変遷———近代の妖怪学の隆盛から現代

まで」 杜一葦（ 大学院文学研究院アジア都市文化学専攻）

「文学研究から文化研究へ――作品の読み方から考える「日本」社会の特性」

堀まどか（ 文化構想学部アジア文化コース准教授）

◆総合討論

（ⅲ）
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第４回定例研究会

日時／令和二 年 月 日 火

◆シンポジウム（午前／午後）

「摂関期の和歌序について」

山本真由子（ 文・准教授／国語国文学・中古文学）「

「近代日本文学におけるフェアリーの受容：イメージと翻訳」（仮）

永井泉（ 特別研究員／本学大学院・国語国文学専修）近代

日本文学におけるフェ

「世界史叙述メディアの新地平――学習歴史漫画を超えて」

草生久嗣（ 文・教授／西洋史学）

「ドレフュス事件からみる「ユダヤ」と「文学」」

鈴木重周（成城大学グローカル研究センター ／ 研究員）

「世紀末フランスと女優の下克上――サラ・ベルナール研究から」

白田由樹（ 文・准教授／フランス語圏言語文化学）

「世紀末フランスと女優の下克上――サラ・ベルナール研究から」

「『今鏡』と『大鏡』における后妃描写の比較」（仮）」

小笠原愛子（ 研究員／国語国文学・中古文学）

◆総合討論および総括

（ⅳ）
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